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平成３０年度 事業報告書 
 

平成３０年１月１日から平成３０年１２月３１日まで 

 

一般社団法人全日本実業団自転車競技連盟 

 

 

※大会詳細は「2018 JBCF Road ＆ Track Series レース開催スケジュール」参照 

 

１．ＪＢＣＦロードシリーズ 

・J プロツアーは、①マトリックスパワータグ、②宇都宮ブリッツェン、③シマノレ

ーシング、④那須ブラーゼン、⑤LEOMO Bellmare Racing Team、⑥東京ヴェントス、

⑦キナンサイクリングチーム、⑧イナーメ信濃山形、⑨VICTOIRE 広島、⑩群馬グ

リフィン、⑪FIETS GROEN 日本ロボティクス、⑫VC FUKUOKA、⑬なるしまフレンド 

レーシングチーム、⑭ウォークライド・バイク、⑮eNShare-エルドラード、⑯Honda

栃木、⑰ACQUA TAMA EURO-WORKS、⑱シエルヴォ奈良 MIYATA-MERIDA レーシングチ

ーム、⑲チーム ブリヂストンサイクリング、⑳弱虫ペダルサイクリングチーム、

㉑EQADSの全２１チームが加盟した。大会は全２２レースの予定であったが、台風

24 号の影響により群馬 CSC オータムロードレースが中止となり、全２１レース、

１プレーオフ、２エキシビジョンが行われた。年間個人総合優勝は窪木 一茂選手

（チーム ブリヂストンサイクリング）、年間チーム総合優勝は宇都宮ブリッツェ

ンが獲得した。 

・Jエリートツアーは、全４２レースが開催され、個人年間１位は石井 祥平選手（ア

ーティファクトレーシングチーム）、チーム年間１位はアーティファクトレーシン

グチームが獲得した。 

・Jフェミニンツアーは、全３９レースが開催され、個人年間１位は唐見 実世子選手

（弱虫ペダル サイクリングチーム）が獲得した。 

・Jユースツアーは、全２レースが開催され、個人年間１位は平井 光介選手（TEAM YOU 

CAN）が獲得した。 

・初めての試みとして、渡良瀬遊水地にて、これまでの個人タイムトライアルレース

に加え、第 1回 JBCF チームタイムトライアルチャンピオンシップを開催した。 

・新潟県南魚沼市にて、J プロツアーと J エリートツアーによる２０１９シーズンの

ＪＰＴ加盟を争うプレーオフを開催した。 

・初めての開催地として、沖縄県国頭郡金武町での第 1 回 JBCF おきなわロードレー

ス、広島県広島市での第 1回 JBCF 広島クリテリウムを開催した。 

 

２．ＪＢＣＦトラックシリーズ 
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・全３大会を予定していたが、台風 12号の影響により西日本トラック大会が中止とな

り、2大会を開催した。 

 

３．登録状況 

平成３０年度末での登録状況は３２６チーム、２，８６１選手、対前年比は、チー

ム９７．３％、選手９７．６％となった。 

また大会参加者総数は １１，９０６ 人（前年比 ９３．１％）となった。 

 

４．競輪公益資金補助事業 

下記ロードレース４大会、トラック３大会を開催し、日本各地で幅広い競技者の競

技力向上および、自転車競技の普及促進を図ることができた。また、連盟として初め

てトラックレースの映像撮影を行い、記録映像として情報発信を行った。これらの事

業を通じて、ＪＫＡ補助金によるご支援は、連盟が目指す姿への実現に大きく寄与し

ている。 

① 4月 28-29日 第 52回 JBCF東日本ロードクラシック(群馬サイクルスポーツセンター) 

② 6月 30日 第 52 回 JBCF西日本ロードクラシック（広島県中央森林公園） 

③ 7月 15日 第 17 回 JBCF石川サイクルロードレース（福島県石川町・浅川町） 

④ 7月 29日 第 52 回 JBCF西日本トラック」（台風 12号の影響により中止) 

⑤ 8月 4-5日 第 49回 JBCF 東日本トラック（松本市美鈴湖競技場） 

⑥ 9月 23日 第 49 回 JBCF 全日本トラックチャンピオンシップ（伊豆ベロドローム） 

⑦ 10月 7日 第 52 回 JBCF 経済産業大臣旗ロードチャンピオンシップ（南魚沼市） 

⑧ トラックレースの映像化によるインターネット無料配信（ＹｏｕＴｕｂｅ） 

 

５．各種講習会 

・３月３日、３月４日の両日、東京都江東区において、また、３月１１日は大阪府大

阪市にて「ＪＣＦ公認チーム・アテンダント講習会／アンチドーピング講習会」を

開催した（参加者数はそれぞれ７２名、６８名、５８名）。 

・３月４日、東京都江東区にて「ＪＣＦ公認３級審判講習会」を開催した（参加者数

２４名）。 

・３月３１日、東京都品川区にて「ＪＣＦ公認チーム・アテンダント講習会／アンチ

ドーピング講習会」を開催した（参加者数５５名）。 

 

６．ＪＢＣＦ連盟体制及び事業方針発表会 

３月１０日、東京都目黒区ホテル雅叙園東京にて、片山新理事長から就任の挨拶と

連盟の事業方針について発表をした。その後、新旧理事に関係者を交えた懇親会を開

催した。 
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７．公式ガイドブック２０１８ 

ＪＢＣＦロードシリーズの連盟公式ガイドブックを 1 万部発行し、各会場にて無償

で配布を行った。同時に、自転車専門誌「バイシクルクラブ５月号」（公称１５万部）

の付録として好評を得た。また、紙媒体に加え、デジタル版も作成し、連盟公式サイ

トにてダウンロードおよび閲覧可能とした。 

 

８．西日本豪雨災害に対する支援活動 

７月の西日本を中心とする記録的な豪雨により罹災した方々への支援として、各大

会会場にて募金活動を行い日本赤十字社を通じての寄付と、被災地で不足していた土

嚢袋の支援を行った。 

 

９．「高木秀彰メモリアル」大会 

 10月７日（日）開催の「第 52回 JBCF 経済産業大臣旗ロードチャンピオンシップ」

の副題を「高木秀彰メモリアル」大会として開催。国内ロードレース全体の撮影・報

道に関わり、その発展に多大な貢献をされましたフォトジャーナリストの故・高木秀

彰氏を偲び、その功績をたたえる大会とした。 

  

１０． サイクルモード 

今年もサイクルモードに「JBCFブース」を出展した。「Jプロツアースペシャルトー

クショー」を開催し、ゲストとして、鈴木譲選手（宇都宮ブリッツェン）／ 横山航太

選手（シマノレーシング）／窪木一茂選手（チームブリヂストンサイクリング）／ 雨

澤毅明選手（宇都宮ブリッツェン）、連盟から今中副理事長、廣瀬専務理事、栗村理事

が参加した。 

  

１１． ＪＢＣＦカンファレンス 

これまで活動方針説明会として行っていた年度末のイベントを、「ＪＢＣＦカンファ

レンス～中長期活動方針と 2019 活動計画～」として、１２月１日に東京都渋谷区で開

催した。 

① 中長期活動方針／2019年度 事業活動計画 

② 2019レースカレンダー発表 

③ 大会開催・競技運営方針 

④ 「Jプロツアー 2019」チーム紹介 

⑤ 運営規程・大会エントリー手続きについて ほか 

 

以上 


